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1. はじめに 

近年，P＆R，バス専用・優先レーン，フレックスタ

イムなどといった TDM 施策が実施されている．その

ような施策を評価する際，時々刻々と変化する交通状

況を考慮できる時間帯別利用者均衡配分 1)の利用が望

まれる．しかしながら，その配分精度に大きな影響を

及ぼすと考えられる時間帯別の OD 表については，対

象地域の規模や経済的な理由から，高精度なデータを

得ることは難しい．そのため，実務では利用しにくい

のが現状である．また，観測リンク交通量から OD 交

通量を推計するモデル 2)はいくつかあるが，時間帯別

OD 交通量への拡張はまだ十分とはいえない． 

そこで本研究では，時間帯別利用者均衡配分の入力

条件を変化させることにより，配分リンク交通量やリ

ンク平均速度に対してどのような影響を与えるかを明

らかにし，観測リンク交通量から時間帯別 OD 交通量

を推計するモデルの開発に資することを目的とする． 

2. 時間帯別利用者均衡配分 

2.1 モデルの仮定 

時間帯別利用者均衡配分モデルでの仮定は，以下の

2 点となっている． 

1) 配分時間帯の幅は最大旅行時間以下であること． 

2) 発生交通は時間帯内で一様に発生し，リンク上に

一様に分布すること． 

2.2 OD 修正法 

本研究では，残留交通量の修正方法として，OD 修

正法を用いる．OD 修正法とは，配分時間帯終了時点

で目的地に到着できなかった各リンク上に残った交通

量を，便宜的に後続時間帯の時間 OD 表に加算して配

分を行っていく手法のことである．OD 修正法による

時間帯別利用者均衡配分モデルは，以下のような数理

最適化問題として表現される． 

 

  

ここで，各変数の意味は次の通りである． 

xa：リンク a のリンク交通量 

ta：リンク a のリンクコスト関数 

Tw：時間帯幅 

Qrs
n ：n 時間帯における OD ペア rs 間の OD 交通量 

qrs
n ：n 時間帯における経路間の修正交通量の総和 

式(1)の残留交通量 grs
n は，最短所要時間 crs

n を用い

ると，以下の式となる． 
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式(2)は，式(1)の最適解として得られる grs
nが，残留

交通量を修正した後の時間 OD 交通量となっているこ

とを示している．すなわち，式(1)の最適化を行えば，

残留交通量を修正した後の時間 OD 交通量および均衡

リンク交通量の解を得ることができることを意味する． 

3. 仮想ネットワーク 

図 1 は，本研究で用いるノード数 12，リンク数 17

である 3×4 の仮想ネットワークを示している．この

図において，OD 交通量・BPR 関数・配分開始時刻の

各入力条件を変化させることにより，時間帯別利用者

均衡配分の結果がどのように変化するのかを分析する． 

時間帯別利用者均衡配分を行うために，今回，JICA 

STRADA Version3.0 (STRADA : System for Traffic 

Demand Analysis)を用いた． 

本研究の仮想ネットワークは，市街地における 2 車

線，最高速度 50km/h の 4 種主要幹線道路網を想定し，

乗用車 1 車種のみで時間帯別利用者均衡配分を行った． 

基準となるデータは，配分開始時刻午前 6 時～翌日

の午前 5 時までの 24 時間の時間帯別 OD 交通量とし，

BPR 関数は，松井ら 3)が算出した道路特性別のデータ
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図 1 仮想ネットワーク 
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を参考に，α=0.54，β=2.4 に設定し，リンク交通容量

を 873 台とした． 

4. 入力条件の変化 

4.1 OD 交通量 

今回，入力データに用いた時間帯別の OD 交通量は，

仮想の日 OD 交通量に，一般的な時間変動パターンを

乗じて作成した．日 OD 交通量は，一様乱数を用いて

独自に作成した．この基準となる時間帯別 OD 交通量

を±5%，±10%変化させた 4 パターンの時間帯別 OD

交通量を作成し，それぞれを配分した． 

4.2 BPR 関数 

BPR 関数のパラメータとなるα，βについても，と

もに±5%，±10%ずつ変化させた4パターンを作成し，

それぞれで配分を行った． 

4.3 配分開始時刻 

配分開始時刻は，基準開始時刻である午前 6 時から，

±1 時間ずつずらした午前 5 時～翌午前 4 時，午前 7

時～翌午前 6 時，ならびに，24 時間ではなく，25 時間

を配分する午前 5 時～翌午前 5 時，午前 6 時～翌午前

6 時，午前 7時～翌午前 7時の合計 5パターンを考え，

配分を行った． 

5. 配分結果の分析 

OD 交通量・BPR 関数・配分開始時刻別の各入力条

件をそれぞれ変動させて配分を行い，1 時間単位の 1

リンク当たりの平均速度とリンク交通量のそれぞれの

平均値と分散を求めた． 

図 2 は，入力条件を変化させた配分結果の各リンク

の平均速度と交通量の平均と分散に関して，基準とな

るデータを配分した場合と比べた割合を表したもので

ある．図より，OD 交通量を変化させた場合における

平均速度の分散，リンク交通量の平均と分散で大きな

差異が生じていることがわかる．同様に，BPR 関数を

変化させた場合にも，速度とリンク交通量の分散で差

異が生じていることがわかる．これらの変化は基準デ

ータに対し，最大で 1.274，最小で 0.755 と大きな変化

となっていることがわかる．一方，配分開始時刻を変

化させた場合においても，わずかながら分散が変わっ

ていることもわかる． 

これらの結果から，OD 交通量＞BPR 関数＞配分開

始時刻，の順で平均速度と配分リンク交通量が大きな

影響を受けていることがわかる． 

6. おわりに 

本研究は，OD 交通量・BPR 関数・配分開始時刻別

の各入力条件を要因とし，リンク交通量と平均速度に

対して各要因がどのような影響をもたらすのかを分析

した．その結果，OD 交通量を変動させることがリン

クおよび速度に与える影響を最も大きくすることがわ

かった．これにより，観測リンク交通量からの時間帯

別 OD 交通量推定には，正確な観測リンク交通量の把

握が重要であるといえる．今後は，入力条件の変更や

要因同士の組み合わせによる配分などの詳細な分析，

実ネットワークでの分析などを進めてゆく必要がある． 
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図 2 入力条件別の平均速度とリンク交通量の平均と分散の基準に対する変化 
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